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平成２６年６月１６日の秋田県後期高齢者医療広域連合

（以下、「広域連合」という。）に派遣していた当市職員の

訃報に、私たちは大きな衝撃を受けた。

当市からの職員派遣については、派遣先の業務を円滑に

遂行するため十分な知識・経験を備えた職員を派遣してい

るが、その職員が派遣から僅か２か月余りで自らの命を絶

ってしまったからである。ご遺族の心痛は察するに余りあ

るものがある。

遺書にはパワーハラスメントを受けていたことが明記

されていたとのことであるが、将来のある大切な命が失わ

れたという事の重大さを考えるとき、遺書に記されていた

事実の有無を客観的に調査し、判断することが必要であ

る。

事案発生後、広域連合は、事務局内部での調査のみをも

って、「パワーハラスメントはなかった」と結論付け、こ

れ以上の調査は必要なしとしている。しかし、その調査は、

いわば身内の調査と言わざるを得ず、事案は人の命にかか

わった極めて重い問題であることに鑑みれば、調査はあく

まで客観性と透明性を確保して行うべきである。このまま

では、広域連合と構成市町村の信頼関係にも悪影響を及ぼ

す結果になりかねない。

今後も、国民健康保険事業を含め、様々な事業において

広域連携・広域処理が求められている中にあって、広域連

合と構成団体の信頼関係を損なうようなことは、絶対にあ

ってはならない。

広域連合自らが第三者委員会による調査を行うことは、

ご遺族や構成市町村に対する責務であり、また、その実施

こそが、広域連合が透明性のある運営を行う組織であるこ

とを示し、今後も構成市町村が安心して職員を派遣できる

ようにするための唯一の方策であると考える。

ここに、本市議会は、議員全員の総意をもって、当市派

遣職員の死亡に係る広域連合事務局内におけるパワーハ

ラスメントの有無につき、第三者委員会による調査を実施

するよう広域連合当局はもとより関係機関に対して強く

要請していくものとする。

以上決議する。

平成２６年９月１９日

横 手 市 議 会

９
月
の
定
例
議
会
で
は
、
人
事
案
件

４
件
、
報
告
案
件
９
件
、
同
意
案
件
３
件
、

平
成
２５
年
度
決
算
案
件
２５
件
、
平
成
２６

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
来
年
４

月
か
ら
始
ま
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
に
向
け
て
、
保
育
所
や
幼

稚
園
、
学
童
保
育
の
運
営
基
準
を
定
め

た
条
例
な
ど
の
議
案
１６
件
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。
決
算
案
件
と
議
案
に
つ
い
て

は
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
と
、
決
算
特

別
委
員
会
、
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
各
委
員
長

か
ら
委
員
会
の
審
査
結
果
の
報
告
（
詳

細
は
、
１２
〜
１４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
受

け
た
後
、
議
案
な
ど
の
採
決
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
平
成
２５
年
度
決
算
を
認

定
、
市
長
提
案
の
議
案
を
可
決
、
陳
情

１
件
を
継
続
審
査
、
請
願
２
件
と
陳
情

５
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
側
か
ら
は
、
決
議
案
２

件
、
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

月定例議会 月定例議会 月定例議会 999

・
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る
福
祉

施
設
に
対
す
る
固
定
資
産
税
減
免

制
度
の
新
設
に
つ
い
て
□
□
□
□

・
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
農
業

政
策
に
つ
い
て
□
□
□
□
□
□
□

次
の
３
人
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

次
の
４
人
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

堀
内
新
一
、
佐
々
木
栄
一
、
朝
川
順
子
、

菊
地
均

高
山
安
雄
、
柿
�
光
夫
、
大
沼
敏
雄 

主
な
補
正
は
大
雄
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

屋
根
の
修
繕
に
か
か
る
経
費
や
、
臨
時

福
祉
給
付
金
対
象
者
数
が
増
え
た
こ
と

に
伴
う
経
費
な
ど
で
、
補
正
額
は
４
億

４
８
８
６
万
円
で
す
。

９
月
１７
日
の
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、

各
分
科
会
長
報
告
の
後
に
次
の
３
人
の

委
員
が
総
括
質
疑
を
し
ま
し
た
。

・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
事
業
に
つ
い
て

「
決
議
」
と
は
、
議
会
と
し
て
の
姿

勢
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
決
議
を
踏

ま
え
、
市
議
会
で
は
、
今
後
、
関
係
機

関
に
働
き
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

※
全
文
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

・
持
続
的
成
長
に
つ
な
が
る
経
済
の

さ
ら
な
る
発
展
と
雇
用
の
安
定
に

向
け
た
施
策
を
講
ず
る
よ
う
、
国

会
や
関
係
行
政
庁
に
要
望
す
る
も

の
で
す
。

ＪＡ全農あきたは９月１２日、２０１４年産米

の概算金を決めた。全国的な消費低迷や過

剰在庫などを受け厳しい販売環境が見込ま

れることから、あきたこまち１等米（６０キ

ロ当たり）は前年より３,０００円低い８,５００

円で過去最低となり、農家に衝撃を与えた。

日本の農業は、安全安心な食料の供給を

はじめ、国土保全や環境維持などの多面的

機能を担うことで生活の基盤を形成してき

た。加えて、地域コミュニティの形成にも

極めて重要な役割を担っている。

横手市農業は、水稲を基盤に様々な部門

や作物を組み合わせ、県内トップクラスの

複合産地としての地位を確立している。し

かし、今回の採算ベースを割り込む価格決

定は、特に、担い手や大規模な稲作農家ほ

ど打撃が大きく、当地域の農業経営の基盤

をも揺るがすものであり、ひいてはこれま

で推進してきた複合化の取り組みに大きな

影を落とすことも懸念され、農家所得の減

少から地域経済に与える影響が大きいと思

われる。

現在、国では「強い農林水産業」と「美

しく活力ある農山村」を実現するため、農

政改革を進めているが、米の売渡価格が生

産費を大幅に下回ることになれば、今後の

再生産ができなくなることが危惧され、担

い手の確保育成や農地の集約化など農政改

革の停滞も心配される。

今まさに、将来に希望を持てる持続可能

な農業の確立に向けて、あらためて真剣に

取り組む必要がある。

よって本市議会は、横手市及びあらゆる

関係者と連携し、地域を守り、将来にわた

って持続的に農業を発展させるため全力を

尽くすものである。

以上決議する。

平成２６年９月１９日

横 手 市 議 会
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　9月2日に会派代表質問が行 

われ、4つの会派の代表が質問し

ました。 

　会派代表質問は、各会派が日

ごろの活動を通して見えてきた

課題等について、市長や教育長

にその考えを尋ねたり、政策を提

言したりするものです。 

市政について議論を交わす 市政について議論を交わす 市政について議論を交わす 

会派代表質問 

さきがけ 塩田勉議員 日本共産党 立身万千子議員 

新政会 佐藤忠久議員 市民の会 菅原惠悦議員 　9月2日に会派代表質問が行 

われ、4つの会派の代表が質問し

ました。 

　会派代表質問は、各会派が日

ごろの活動を通して見えてきた

課題等について、市長や教育長

にその考えを尋ねたり、政策を提

言したりするものです。 
さきがけ 塩田勉議員 日本共産党 立身万千子議員 

新政会 佐藤忠久議員 市民の会 菅原惠悦議員 

今
後
の
地
域
局
の
あ
り
方
と
し
て

は
、
特
色
の
あ
る
地
域
局
づ
く
り
の
推

進
を
担
う
重
要
な
拠
点
と
し
て
の
機
能

は
維
持
し
つ
つ
、
本
庁
組
織
や
地
域
間

の
連
携
を
重
視
し
た
、
市
民
の
皆
様
に

わ
か
り
や
す
い
機
能
的
で
効
率
的
な
組

織
と
す
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
、
整
備
を
予
定
し
て
い

る
地
域
局
庁
舎
も
、
そ
の
規
模
や
機
能

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
十
分
な
協
議
と

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
伐
採
・
抜
根
処
理
等
を

行
う
事
業
の
支
援
で
６
・
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
放
任
園
が
解
消
さ
れ
た
。
今
後
も

農
家
と
の
交
流
を
増
や
し
、
共
同
防
除

組
織
の
強
化
や
補
助
事
業
等
、
放
任
園

対
策
に
支
援
を
し
て
い
く
。

市
内
に
は
今
後
、
複
式
学
級
が
予

想
さ
れ
る
学
校
は
あ
る
。
16
人
以
下
は

複
式
学
級
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
14
人

以
下
に
な
る
と
２
学
年
を
１
カ
所
で
指

導
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
環
境

は
他
学
校
と
の
格
差
に
も
繋
が
る
た

め
、
子
供
た
ち
の
望
ま
し
い
学
校
活
動

を
展
開
す
る
に
は
、
一
定
規
模
の
児
童

生
徒
数
が
必
要
と
考
え
、
新
た
な
学
校

統
合
に
向
け
た
検
討
・
協
議
を
行
っ
て

い
く
。

放任された樹木の果実は
小さくて数が多い

８月１日に開催された臨時議会では、空席となっていた副市長の選任、平成28年度に

開校予定の横手北小学校建設工事にかかる契約締結案件などが提案されました。

このうち副市長の選任については、選任の経緯、２人の副市長の仕事の分担などの質

疑があり、藤本和宏氏は通算約18年財務省主計局に勤務し、国の予算編成の中核を担っ

た実績を評価したこと、秋田県出身であること、国の関係機関とのつながりをもてる強

みを生かしていきたいことなど答弁がありました。また、横手北小学校の契約案件につ

いては、資材や人件費高騰の影響、公共施設建設にかかる雪の対応、地元経済の活性化などについて質疑がありま

した。起立採決の結果、提案されたすべての案件は全会一致で可決となりました。

8月臨時会 
の概要 
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森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
は
大
き

な
意
義
が
あ
る
。
林
業
は
後
継
者
不
足

と
採
算
性
が
低
く
、
打
開
策
は
集
約
化

と
人
材
育
成
。
耕
地
の
２
％
が
耕
作
放

棄
地
だ
が
農
畜
産
物
を
フ
ル
活
用
す
る
。

廃
油
を
活
用
し
大
雄
実
験
農
場
の

燃
料
に
、
副
産
物
の
グ
リ
セ
リ
ン
は
も

み
殻
の
発
酵
促
進
に
使
い
、
も
み
殻
ボ

イ
ラ
ー
を
菌
床
し
い
た
け
栽
培
に
活

用
。
今
後
も
循
環
型
農
業
の
拡
大
を
進

め
る
。収

集
と
運
搬
コ
ス
ト
の
高
さ
で
利

用
が
少
な
い
間
伐
材
と
も
み
殻
を
、
第

二
工
業
団
地
で
実
証
実
験
し
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に
つ
な
げ
て
い
く
。
４
月
に

発
足
し
た
市
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
研

究
会
で
、
官
民
共
同
に
よ
り
今
後
バ
イ

オ
ガ
ス
産
業
の
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

年々増えるバイオマス関連の
自然エネルギー

げ
や
手
続
き
の
簡
素
化
が
実
施
さ
れ
た

場
合
、
寄
付
額
が
ま
す
ま
す
伸
び
る
と

予
測
さ
れ
る
の
で
、
制
度
改
正
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
今
後
の
取
り
組
み

を
検
討
し
た
い
。
先
般
の
政
策
会
議
で

検
討
し
た
が
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
双
方
が
あ
り
継
続
審
議
と
し
た
。
他

治
自
体
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
再
検
討

す
る
。所

信
説
明
の
際
、
報
告
が
な
か
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。
今
回
の
台

湾
訪
問
は
冬
場
の
観
光
客
の
誘
致
を
目

的
に
、
佐
竹
知
事
な
ど
と
共
に
秋
田
や

横
手
の
魅
力
を
伝
え
、
秋
以
降
の
チ
ャ

ー
タ
ー
便
の
運
航
要
請
の
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
今
後
、
香
港
な
ど
で
の
成
功

例
を
継
続
し
な
が
ら
、
国
内
市
場
の
縮

小
が
見
込
ま
れ
る
中
、機
会
を
と
ら
え
、

新
規
市
場
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

な
要
望
を
出
し
て
い
く
と
と
も
に
、
次

期
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
状
況
は
、
寄
付
者
へ
は
市

報
や
お
礼
状
の
送
付
の
み
に
と
ど
め
て

い
る
。
特
産
品
を
贈
る
自
治
体
へ
の
寄

付
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
お
り
、
農
業
振

興
や
産
業
振
興
な
ど
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
税
金
が

軽
減
さ
れ
る
寄
付
の
上
限
額
の
引
き
上

後
方
支
援
拠
点
構
想
を
現
実
的
な

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
要
と
な

る
活
動
拠
点
施
設
の
整
備
は
不
可
欠
と

考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
も

機
会
を
と
ら
え
て
国
や
県
に
建
設
の
要

望
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
施
設
に
は
後
方
支
援
部
隊
の
活
動
拠

点
や
広
域
救
急
医
療
拠
点
、
支
援
物
資

の
集
配
送
拠
点
の
機
能
を
持
た
せ
た
い

と
考
え
て
お
り
、
先
頃
実
施
し
た
秋
田

県
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
も
そ
の
必

要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し
た
。
今
後
は

計
画
の
概
要
を
ま
と
め
、
よ
り
具
体
的

8 月３１日に市内各所で行われた秋田県総合防災訓練

高

７
月
２２
日
か
ら
３１
日
に
か
け
て
、
市

内
２０
会
場
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
議
会
改
革

に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
の
議
論
を
受

け
、
な
る
べ
く
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
場

は
こ
れ
ま
で
の
地
域
単
位
か
ら
旧
小
学

校
区
単
位
に
改
め
、
地
区
会
議
と
の
共

催
で
行
い
ま
し
た
。

報
告
会
に
は
約
４
０
０
人
の
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
会

場
で
は
活
発
な
質
疑
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ

ろ
「
説
明
の
内
容
」
に
関
す
る
質
問
で

は
、５８
・
９
％
の
方
が
「
わ
か
り
や
す
か

っ
た
」と
回
答
。

ま
た
、７５
・
７
％

の
方
か
ら
は

「
議
会
報
告
会

を
評
価
す
る
」

と
の
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
意
見

を
参
考
に
、
さ

ら
に
充
実
し
た

報
告
会
が
行
え

る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
会
場
で
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
意
見
や
要
望
等
は
、
各
常
任
委
員
会

で
内
容
を
検
討
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

横手の特産品を全国に
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委
員
自
ら
の
発
想
で
地
域
が

元
気
に
な
る
よ
う
な
事
業
が
お
お

む
ね
行
わ
れ
て
き
た
と
認
識
し
て

い
る
。
一
般
の
住
民
の
発
想
は
、

役
所
よ
り
も
自
由
度
が
高
い
の

で
、
計
画
に
と
ら
わ
れ
ず
事
業
や

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
ほ
し
い
。

課
題
と
し
て
、
実
施
団
体
相
互

の
連
携
や
地
域
を
超
え
た
地
域
間

交
流
、
他
の
協
議
会
と
の
協
調
や

連
携
を
図
る
こ
と
も
大
事
と
考
え

る
。
予
算
あ
り
き
と
い
っ
た
弊
害

も
否
め
な
い
。
改
善
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
る
の
で
、
事
業
計
画
や

内
容
に
つ
い
て
書
式
を
一
元
化
し

て
審
議
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

財
政
状
況
を
考
え
る
と
、
予
算
規

模
や
継
続
性
に
つ
い
て
は
検
討
す

べ
き
も
の
と
考
え
る
。
今
年
度
か

ら
の
委
員
に
は
、
大
い
に
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

市
の
農
業
再
生
協
議
会
で
も
、

多
収
性
専
用
品
種
へ
の
取
組
み
や

団
地
化
の
推
進
に
よ
る
作
付
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
が
、
専
用
品
種

の
種
子
確
保
や
保
管
場
所
の
確
保

な
ど
生
産
拡
大
へ
の
課
題
は
多
く

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

飼
料
用
米
の
生
産
拡
大
に
は
地
元

畜
産
農
家
が
飼
料
と
し
て
消
費
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
、
Ｊ
Ａ
で
は
加
工
用
米
や

備
蓄
米
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
か

ら
、
飼
料
用
米
へ
の
対
応
は
進
ん

で
い
な
い
状
況
だ
が
、
今
後
は
連

携
を
密
に
し
、
生
産
拡
大
に
向
け

た
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

コ
メ
づ
く
り
は
労
働
生
産
性

が
高
く
人
手
を
要
し
な
い
と
言
う

意
味
で
危
機
感
の
現
れ
と
思
う
。

来
年
法
制
化
の
予
定
だ
が
、

農
家
が
意
欲
的
に
営
農
活
動
で
き

る
よ
う
法
案
に
盛
り
込
む
こ
と
を

求
め
て
い
く
。

国
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

策
等
活
用
し
て
い
く
。
直
接
支
払

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

果
樹
は
従
来
の
雪
害
復
旧
支

援
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
予
防
策

と
し
て
果
樹
産
地
強
靭
化
対
策
事

業
も
開
始
し
た
。
他
の
農
作
物
に

つ
い
て
は
県
農
業
試
験
場
で
天
候

談
、
平
成
２４
年
度
か
ら
は
「
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る

実
践
的
な
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
担

う
人
材
を
養
成
し
て
い
る
。

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
が
、
予
防
対
策

と
し
て
は
地
域
の
方
々
の
見
守
り

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
併
せ

て
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
や

「
ふ
れ
あ
い
安
心
電
話
」
な
ど
安

心
・
安
全
に
資
す
る
事
業
に
つ
い

て
今
後
も
周
知
を
進
め
て
い
く
。

稲の実り具合を調べる坪刈り調査

不
順
に
対
応
し
た
栽
培
技
術
等
を

研
究
中
で
あ
る
。
市
で
は
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
災
害
に
強
い

産
地
の
確
立
に
向
け
取
り
組
む
。

補
助
率
の
拡
充
は
難
し
い
。

現
行
の
補
助
制
度
を
有
効
に
活
用

し
て
ほ
し
い
。

既
に
で
き
た
４
つ
の
自
主
防

災
組
織
を
例
に
し
て
啓
蒙
を
図
り
、

特
に
冬
期
の
検
証
を
し
て
い
く
。

斎 

藤      

勇 

議
員
・
高 

橋  

和 

樹 

議
員 

寿
松
木    

孝 

議
員
・
菅 

原  

正 

志 

議
員 

横
手
市
の
自
殺
者
数
は
、
平

成
１５
年
と
１６
年
の
５０
人
が
ピ
ー
ク

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
の
傾

向
に
あ
る
。
男
性
は
働
き
盛
り
の

５０
歳
代
、
女
性
は
８０
歳
以
上
の
高

齢
者
が
多
く
、
原
因
は
、
健
康
問

題
や
経
済
・
生
活
問
題
、
仕
事
の

悩
み
、
家
庭
問
題
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。市

民
に
「
心
の
健
康
」
へ
の

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
う

つ
病
予
防
の
チ
ラ
シ
な
ど
を
作
成

し
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
弁
護
士
に
よ
る
多
重

債
務
相
談
会
の
ほ
か
巡
回
健
康
相

高　橋　和　樹 

雨により氾濫する角間川堰

角
間
川
堰
の
現
状
に
つ
い
て

は
十
分
に
認
識
を
し
て
お
り
、
こ

の
水
路
は
農
業
用
排
水
路
以
外
に

家
庭
排
水
や
地
域
排
水
、
洪
水
時

の
受
け
皿
と
し
て
の
機
能
な
ど
公

共
性
が
高
い
こ
と
か
ら
支
援
策
を

多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
。

自
助
と
は
、
日
々
の
く
ら
し

の
中
で
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や

る
こ
と
。
互
助
と
は
、
自
分
が
何

か
を
す
る
つ
い
で
に
、
そ
ば
に
い

る
人
の
分
も
や
っ
て
あ
げ
、
お
互

い
ち
ょ
っ
と
ず
つ
相
手
に
頼
る
こ

と
で
地
域
が
潤
う
こ
と
。
共
助
と

は
、
も
う
少
し
大
き
な
形
で
、
頼

る
べ
き
内
容
を
約
束
と
し
て
表

し
、
お
互
い
が
納
得
し
て
支
え
合

う
こ
と
。
公
助
と
は
公
的
機
関
か

ら
の
支
援
の
こ
と
。
自
ら
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
で
、
地
域
共
同
体

の
強
化
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
組
織
づ
く
り

や
活
性
化
を
さ
ら
に
進
め
、
防
災

や
地
域
の
支
え
合
い
に
対
処
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
新
成
人
に
は

郷
土
愛
に
結
び
つ
く
手
だ
て
を
今

後
も
取
り
組
む
。

地
域
の
連
帯
感
を
高
め
る
ひ
と

つ
の
手
段
と
し
て
、
例
え
ば
ミ
ニ

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
な
ど
も
考
え
ら

れ
る
。

元気の出る地域づくり事業
「きてたんシェひらかまつり」うつ病予防のチラシ
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当
市
で
は
人
口
減
少
問
題
に

対
処
す
る
た
め
の
特
定
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
設
置
し
て
い
な

い
が
、
人
口
減
少
問
題
に
は
大
き

な
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。
各
部

局
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、若
手
、

中
堅
、
女
性
職
員
を
対
象
と
し
人

口
減
少
問
題
を
考
え
る
会
を
開
催

し
、
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
を

活
用
す
る
こ
と
は
、
歴
史
的
建
造

物
や
地
域
の
伝
統
を
後
世
に
継
承

農
協
倉
庫
解
体
前
は
、
駅
北

線
は
冬
期
間
、
通
行
止
め
で
あ
っ

た
こ
と
も
、
農
協
に
お
願
い
を
し

て
倉
庫
解
体
、
土
地
を
買
収
し
た

こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。
た
だ
、

西
原
踏
切
と
の
連
接
部
分
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
町
時
代

の
計
画
は
と
ん
挫
し
て
い
る
。
し

か
し
、
今
出
来
る
所
か
ら
や
る
と

い
う
こ
と
で
ま
ず
は
進
め
て
い
き

た
い
。

緊急時、自動的にスイッチが入り
災害情報が放送される防災ラジオ

し
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
有
効

な
手
段
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

横
手
の
歴
史
、
自
然
、
文
化
、
食

な
ど
の
魅
力
を
生
か
し
た
「
歴
史

ま
ち
づ
く
り
法
」
の
活
用
を
検
討

す
る
。情

報
は
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な

ど
複
数
の
伝
達
方
法
に
よ
り
伝
達

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
全
世
帯

へ
貸
与
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
し
か
し
、
情
報
格
差
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
方

法
を
考
え
て
い
く
。

十
文
字
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ

く
り
構
想
の
策
定
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
要
因
で
あ
る
「
十
文
字
地

域
局
庁
舎
建
設
」
と
「
文
化
セ
ン

タ
ー
改
修
」
の
建
設
時
期
や
方
向

性
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
確
定
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
構
想

策
定
の
着
手
を
保
留
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
中
で
駅
前
広
場
北
側
部

分
の
舗
装
改
修
工
事
や
、
駐
輪
場

の
新
設
を
行
っ
て
き
た
。

十文字駅北線の道路

大
規
模
災
害
時
の
情
報
収
集
や
通

信
機
器
に
使
用
が
で
き
、
高
リ
ス

ク
者
や
高
齢
者
の
患
者
情
報
等
の

管
理
な
ど
、
幅
広
い
活
用
が
期
待

さ
れ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
な
ど
を

見
極
め
た
上
で
検
討
す
る
。

不
育
症
の
治
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
不
妊
治
療
と
併
せ
て

実
施
を
し
て
い
く
こ
と
で
考
え
て

い
る
。
近
隣
に
不
育
症
の
診
断
や

治
療
を
す
る
医
療
機
関
が
少
な
い

と
い
う
課
題
も
あ
る
が
、
少
子
化

対
策
に
は
有
効
な
一
つ
の
手
立
て

と
と
ら
え
、
実
施
す
る
方
向
で
考

え
て
い
る
。

新
し
い
視
点
で
民
話
や
、
伝

説
も
取
り
入
れ
た
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー

ス
を
関
係
機
関
や
各
地
域
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
と
協
議
し
検
討
す
る
。

雪
に
親
し
み
雪
を
活
用
で
き

る
よ
う
な
教
育
を
支
援
し
て
い
く
。

雪
を
資
源
と
し
た
観
光
の
検

討
と
雪
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に

努
め
て
い
く
。

病
院
選
定
の
時
間
短
縮
を
図

る
目
的
で
あ
れ
ば
、
直
ち
に
導
入

の
必
要
は
な
い
が
、
こ
の
端
末
は

道路の排雪作業

加 

藤  

勝 

義 

議
員
・
齋 

藤  

光 

司 

議
員 

土
田 

百
合
子 

議
員
・
本 

間  

利 

博 

議
員 

タブレット端末

横手市議会だより　第39号　2014／10／15横手市議会だより　第39号　2014／10／15



み
な
し
確
認
制
度
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
現
に
認
可
さ
れ
運
営
さ
れ
て

い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
へ
の

移
行
後
も
施
設
型
給
付
の
給
付
施
設
と

し
て
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
確
認
制
度

は
確
認
時
点
に
お
い
て
認
可
基
準
を
満

た
し
、
施
設
型
給
付
等
を
受
給
し
て
保

育
事
業
を
運
営
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
の
が
そ
の
趣
旨
だ
と

考
え
る
。

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
学

童
保
育
の
対
象
が
６
年
生
ま
で
に
な
っ

た
た
め
、
将
来
的
に
は
６
年
生
ま
で
の

受
け
入
れ
を
し
た
い
が
、
ま
ず
ハ
ー
ド

面
で
場
所
の
確
保
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
支
援
員
も
養
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
少
な

く
と
も
、
４
年
生
ま
で
の
待
機
児
童
は

出
さ
な
い
体
制
を
取
る
よ
う
に
し
た
い
。

条
例
中
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
に

つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の

基
準
は
示
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
参
酌
す
べ
き
基
準
と
し
て
、
そ
の

ま
ま
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
が
、
介
護
保
険
料
の
給
付
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
、
住
所
地
特
例

を
適
用
し
、
出
身
自
治
体
の
給
付
負
担

に
制
度
が
変
わ
る
見
込
み
で
あ
る
。
施

設
に
つ
い
て
は
、
待
機
者
の
受
け
入
れ

施
設
と
し
て
の
要
素
も
あ
る
が
、
入
所

に
は
お
金
が
か
か
る
た
め
市
内
の
低
所

得
者
向
け
で
は
な
い
。

再
発
防
止
策
と
し
て
、
事
務
処
理

を
機
械
的
に
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
導
入
し
た
。
ま
た
、
体
制
的
な
問
題

と
し
て
、
現
在
健
診
セ
ン
タ
ー
、
営
繕

を
含
め
た
事
務
局
の
正
職
員
は
９
名
で

あ
る
が
、１
〜
２
名
が
不
足
し
て
い
る
。

臨
時
職
員
を
補
充
し
対
応
し
て
い
る
が
、

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。（

小
野
　
正
伸
）

学童保育「わんぱく」に向かう子どもたち

こ
れ
ま
で
の
平
均
年
間
実
績
は
、

約
１
５
０
基
だ
っ
た
が
、
昨
年
は
２
１

０
基
の
実
績
と
な
っ
た
。要
因
と
し
て
、

加
入
促
進
の
努
力
も
あ
っ
た
が
、
消
費

税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
が
大
き
か

っ
た
。補

助
金
交
付
に
あ
た
り
、
採
用
１

年
後
の
状
況
の
報
告
を
依
頼
し
て
い

る
。
取
り
ま
と
め
中
だ
が
、
交
付
者
５

４
２
人
の
う
ち
、
２
２
７
人
分
の
回
答

が
来
て
い
る
。
こ
の
内
、
１４
人
が
退
職

を
し
て
お
り
、
理
由
は
い
ず
れ
も
自
己

都
合
だ
っ
た
。

単
に
農
業
を
継
ぐ
だ
け
で
は
、
対

象
と
は
な
ら
な
い
。
ど
う
い
っ
た
形
態

で
農
業
を
継
ぐ
か
、
就
農
す
る
か
で
事

業
の
対
象
が
決
ま
る
。
国
の
事
業
で
は

あ
る
が
、
ま
ず
は
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。作

付
面
積
は
、
２４
年
度
の
９
３
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
、
２５
年
度
は
９
８

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
伸
び
て
い
る
。
業
者

の
引
き
合
い
も
強
い
の
で
、
Ｊ
Ａ
の
エ

コ
ラ
イ
ス
と
併
せ
て
、
推
進
し
て
い
き

た
い
。優

先
順
位
を
つ
け
た
計
画
に
基
づ

き
対
応
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ

の
後
、
各
統
合
小
中
学
校
建
設
に
伴
う

道
路
等
、
新
規
重
要
路
線
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
、
交
付
金
事
業
等
に
よ
り
重
点

的
に
対
応
し
た
た
め
、
事
業
着
手
が
遅

れ
た
り
、
後
回
し
に
な
っ
た
り
し
た
道

路
も
あ
る
。
現
在
、
く
ら
し
の
道
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て
は
、
優
先
度
、
地
域

局
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
順
番
を

決
め
て
い
る
。

温
泉
施
設
等
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
の
方
針
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
来
て
い
る
。
温
泉
宿
泊
施
設
、

日
帰
り
入
浴
施
設
、
健
康
増
進
施
設
等

役
割
と
位
置
づ
け
を
決
め
、
２７
年
３
月

ま
で
に
方
針
を
出
し
た
い
。

毎
年
漏
水
調
査
は
実
施
し
て
い

る
。
横
手
に
大
雄
地
域
を
含
め
た
配
水

量
が
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
、
有
収

率
も
７５
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２４
、
２５

年
度
は
横
手
地
域
中
心
部
を
調
査
、
修

繕
し
た
。
順
次
実
施
し
て
い
き
た
い
。

農
家
や
試
験
場
の
方
々
と
、
果
樹

産
地
復
興
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
結

果
、
土
壌
の
酸
性
化
対
策
と
し
て
の
散

布
で
あ
る
。こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

農
家
自
身
の
継
続
を
期
待
し
て
い
る
。

（
齋
藤
　
光
司
）

陳情があった場所を視察
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業
者
委
託
に
よ
る
配
布
な
ど
、
他

自
治
体
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
が
あ
る

が
、
市
と
し
て
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か

方
向
性
は
ま
だ
打
ち
出
し
て
い
な
い
。

市
民
と
の
協
働
に
も
か
か
わ
り
が
あ

り
、
今
後
、
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

平
成
２４
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で

和
式
ト
イ
レ
し
か
な
い
施
設
の
洋
式
化

を
優
先
的
に
進
め
て
き
た
。
今
年
度
も

含
め
て
67
基
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
27
年
度
以
降
は
、
利
用
者
の
動
向

や
施
設
の
年
数
を
見
な
が
ら
、
各
部
署

で
優
先
順
位
を
つ
け
て
整
備
し
て
い
く
。

議会運営委員会は８月20日～22日、３か所を
視察しました。まず静岡県富士市。人口25万人
で製紙産業など県下有数の工業都市です。ここ
では決算委員会における事業評価と議会モニタ
ー制度について研修しました。続いて東京都町
田市に移動しました。人口42万人。首都圏有数
の商業拠点です。議場には乳幼児と一緒に傍聴
できる部屋もありました。町内会などに、市議
会委員会も傍聴してもらうことを目的としたパ
ンフレット「町田市議会を見にいこう」を配布
しているそうです。各常任委員会で市民団体等
との懇談会を行うなど議会改革の取り組みにつ

いて大いに学ぶ
点がありまし
た。３日目に官
庁街の全国都市
会館を訪問し、
議会のＩＴ化な
ど全国の傾向を
伺いました。
（立身　万千子）

横手市の友好都
市である神奈川県
厚木市との議会交
流事業が８月２日、
３日の日程で実施
されました。
横手市からは議

会議員団７名、事
務局職員１名が訪問しました。この事業は、両
市の友好を深めるために、市民レベル、小学生
の交流と共に、議員レベルでも交流を深めよう
と毎年、相互に訪問をしている事業です。
厚木市では、議会議長への表敬訪問や意見交

換、農産物直売所「夢未市」での横手直売所の
視察、アミューあつぎの視察、市民朝市の見学
等を行いました。特に、アミューあつぎは市街
地にあった商業施設の撤退により市街地の空洞
化を阻止するため厚木市が取得し、１、２階を
商業スペースとして、３階以上を子育て支援施
設等の公共施設として活用しているものでした。

（遠藤　忠裕）

厚生常任委員９名は7月
14日から３日間の日程で
鹿児島県鹿児島市と宮崎
県宮崎市を視察しました。
鹿児島市は人口約60万

５千人、市長が子育て支
援を公約に掲げています。
「すこやか子育て交流館の運営について」
建物は元々、市職員の福利厚生施設。「りぼ

ん館」という親しみやすい名称で、鹿児島市は
ここを子育て支援家庭のサポート拠点と位置付
けており、市民の認知度（アンケート結果）も
87％と高くなっています。
宮崎市は人口約40万人。県庁所在地といえど

も、高齢化率は24％に近づいています。約１万
人が認知症高齢者であり、“徘徊”が問題にな
っています。
「認知症高齢者徘徊対策について」
模擬訓練を通じて地域ネットワーク（連絡網）

を整備し、災害時にも使える連絡体制を整えて
いくことを目指しています。 （小野　正伸）

新横手学校給食センターで試食（１食当たり290円）

当
初
、
休
憩
所
や
ト
イ
レ
が
不
足

し
て
い
る
と
い
う
声
が
あ
っ
た
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ウ
ン
ジ
等
の
休
憩
室
、

ト
イ
レ
に
よ
り
対
処
し
て
い
る
。

現
在
、
国
内
で
は
主
要
メ
ー
カ
ー

が
３
社
あ
る
が
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

使
い
方
に
違
い
が
あ
る
。
入
札
に
あ
た

っ
て
、
１
社
に
絞
る
と
取
り
扱
う
業
者

が
限
ら
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
購

入
時
の
取
り
扱
い
説
明
や
消
防
本
部
に

よ
る
指
導
も
含
め
て
団
員
が
し
っ
か
り

習
熟
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
教
科
書
セ
ン

タ
ー
の
機
能
も
併
せ
持
っ
て
お
り
、
相

応
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
る
。

市
の
中
央
部
と
い
う
こ
と
か
ら
、
旧

蛭
野
小
学
校
に
教
育
セ
ン
タ
ー
を
お
い

た
経
緯
が
あ
る
が
、
学
校
数
か
ら
み
て

も
中
心
部
に
近
い
方
が
利
便
性
は
あ
る

と
思
う
。
今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

平
成
２５
年
度
は
、
吉
田
、
醍
醐
、

前
田
の
３
公
民
館
、
今
年
度
に
入
り
、

八
沢
木
、
川
西
、
十
文
字
西
、
亀
田
、

西
成
瀬
の
５
公
民
館
で
交
流
セ
ン
タ
ー

化
に
向
け
た
試
行
を
進
め
て
い
る
。

他
の
公
民
館
に
つ
い
て
も
来
年
度
以

降
の
試
行
に
向
け
て
順
次
説
明
会
を
開

催
し
、
地
域
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
を

総
合
的
な
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
一
定
の
住
民
団
体

が
対
象
で
横
手
市
で
は
平
成
２５
年
度
の

狙
半
内
地
区
に
続
い
て
２
件
目
と
な

る
。
南
郷
地
区
の
方
々
か
ら
、
共
助
組

織
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た
い
旨
の
申

し
出
が
あ
り
、
事
業
に
応
募
し
満
額
の

交
付
と
な
っ
た
。
他
の
地
区
で
も
団
体

構
成
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、
申

請
可
能
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
の
修
繕
費
は
、
６
月
補
正
分

２
４
７
３
万
２
千
円
、今
回
の
補
正
が
、

７
０
０
万
円
。
合
計
３
１
７
３
万
２
千

円
で
あ
る
。
財
源
の
内
訳
は
、
製
品
棟

の
修
繕
部
分
で
７
６
３
万
６
千
円
を
措

置
し
、
残
り
は
一
般
財
源
で
あ
る
。

（
土
田
　
百
合
子
）町田市議会を視察

「アミューあつぎ」内の
子育て支援施設

すこやか子育て交流館

北海道北広島市の「循環型社会における下水道」
と、同じく沼田町の「雪の利活用」という先進的
な取り組みを視察してきました。
現在、横手市では下水、し尿や浄化槽の汚泥、

生ごみは、それぞれの施設で処理していますが、
北広島市ではそれらを混合して、一括で処理して
いました。処理過程で発生するガスを施設内で使
用し、最終工程で発生する汚泥は乾燥肥料として
販売するなど資源循環が図られていました。
また沼田町では、雪を冷房用の熱源として米の

低温貯蔵や、きのこ、イチゴの夏栽培にも取り組
まれていました。今後、横手市の下水等の施設が
老朽化していく中で、効率的な整備運営は大事な
課題です。また、４年連続の豪雪で、雪にはもう
「うんざり」といった感じ
ですが、地域の弱点である
雪を、差別化が難しい米販
売において付加価値の道具
に使うアイディアに納得さ
せられました。

（齋藤　光司） 北広島市の処理施設
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